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けん玉ワールドカップとは？

世界中のけん玉プレーヤーが一堂に介し、世界一を決めるとともに、交流できるイベントを開催したいと考え
たGLOKEN（グローバルけん玉ネットワーク）代表理事・窪田保が発起人となり、地元実行委員会と共にけん
玉発祥の地“広島県廿日市市”で2014年から毎年開催されている。
けん玉世界No.1の座と賞金、特製トロフィーをかけ、2日間のけん玉ステージが繰り広げられます。

2017年度は、14の国と地域から387名が参加、5万人以上の観客が会場を訪れた世界最大規模のけん玉イベ
ントです。国内はもちろん、海外からも熱い注目を集めています。

公式サイト：http://www.gloken.net/jp/w-cup/
参考動画：https://www.youtube.com/watch?v=QflW8ZtCGWY

※けん玉ワールドカップ(Kendama World Cup)は
一般社団法人グローバルけん玉ネットワークの登録商標です

登録番号 5703874 区分41 2014年9月14日登録

http://www.gloken.net/jp/w-cup/
https://www.youtube.com/watch?v=QflW8ZtCGWY
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目的

けん玉世界No.1プレーヤーの決定

けん玉の魅力を世界に発信

世界中のけん玉プレーヤーとの交流・国際親善

けん玉を観光資源とする地域活性化

世界最大のけん玉イベントであるけん玉ワールドカップは、けん玉世界一を
競い合うとともに、日本中・世界中から集まったプレーヤー同士が交流する場
となっています。けん玉発祥の地から世界をリードするイベントを開催し、情
報を発信することで国際親善、地域活性化、インバウンド活性化に繋がること
を目指しています。
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けん玉発祥の地・廿日市市での開催

現在のけん玉の形の原型とされる「日月ボール」が広島県呉市出身の江草濱次
氏により1918年に考案されました。その後、木工の町として栄える廿日市を訪
れ、本郷木工品製造工場（現・株式会社本郷）にて、1920年頃より製造が開始
され、その後全国にけん玉が広がりました。

廿日市市は“けん玉発祥の地”として、けん玉を観光資源の一つとし、けん玉モ
ニュメントの建造やけん玉製造技術の継承、職人の育成等を行っています。
廿日市行政、廿日市木材業会諸団体、商工会議所、観光協会等で作る実行委員

会が組織され、一般社団法人グローバルけん玉ネットワークとともに、けん玉
ワールドカップを運営しています。

廿日市市でのけん玉製造の様子 ニチゲツボール（大正～昭和初期）
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12:00 開会式
13:30 予選開始
17:30 終了

終日 屋台・物販ブース、けん玉ワークショップ
ミニライブなどの地域の催しも
メインアリーナで実施

開催概要

大会名：ウッドワンけん玉ワールドカップ廿日市2018 (英語：WOODONE Kendama World Cup Hatsukaichi 2018)

【日時】2018年7月21日（土）、22日（日）
【場所】廿日市市スポーツセンターサンチェリー
【主催】一般社団法人グローバルけん玉ネットワーク（GLOKEN）／けん玉ワールドカップ廿日市実行委員会
【見込み参加者数】
・大会エントリー者数 国内外けん玉プレーヤー約500名
（海外20の国と地域から約150名を想定）
・来場者数 約50,000名（2日間、昨年実績同等と想定）

【広報】
・GLOKEN, 各海外けん玉メーカー公式サイト、SNS
・チラシ配布（約20万部程度）
・プレスリリース配信

【PRESS（過去3年間の実績）】
NHK、日本テレビ、 TBS、フジテレビ、 テレビ朝日、テレビ東京、広島テレビ、関西テレビ、FMはつかいち
76.1Mhz、文化放送、FM Yokohama、ZIP FM、中国新聞社、西広島タイムス、日刊スポーツ、日本経済新聞、
朝日新聞社、読売新聞社、中日新聞社、産経新聞社、毎日新聞社、等

【スケジュール概要】

7月21日 予選 7月22日 決勝
9:00 決勝ラウンド開始

16:00 決勝ラウンド終了
18:00 表彰式、閉会

終日 屋台・ワークショップ
ミニライブなどの地域の催しもメインアリーナで
実施
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競技ルール

制限時間3分間の中で、規定されたトリック（技）に挑戦し、
成功したトリックの合計ポイントを競います。

ルール詳細：http://www.gloken.net/jp/w-cup/201605031209/

世界のけん玉プレーヤーらと意見交換をしながら、けん玉ワールドカップのために
120種のレベル別けん玉トリックを設定します。世界中で日々進化するトリックの中から、
基本技はもちろん、新技やトレンドも取り入れながら毎年その内容を更新しています。

http://www.gloken.net/jp/w-cup/201605031209/
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実施イメージ①（2017年度の様子）
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実施イメージ②（2017年度の様子）
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メディア露出イメージ①（2017年度実績）

カテゴリー 媒体名／番組名 会社名／運営元
露出・掲載
（2017年）

TV 夕方ストレートニュース 広島ホームテレビ 7月23日

TV 関西情報ネットten 読売テレビ 8月2日

TV
広島で世界が仰天！
日本旋風！けん玉世界大会

広島テレビ 8月12日

TV みんなの2020 ばんばんジャパン NHKエデュケーショナル 9月30日

新聞 週刊 西広島タイムス 株式会社 エル・コ 7月21日、28日

新聞 中國新聞 中國新聞社
7月22日、
23日、24日

新聞 The Japan News 読売新聞東京本社 7月31日

新聞 夕刊 讀賣新聞 読売新聞大阪本社 8月1日

新聞 読売新聞 読売新聞東京本社 8月2日

新聞 日刊 木材新聞 日刊木材新聞社 中国支社 8月19日

広報誌 広報はつかいち 廿日市市 9月1日

ラジオ
特番！WOODONE KENDAMA 
WORLDCUP Hatsukaichi 2017

FMはつかいち76.1MHz 7月22日、23日

◆The Japan News（2017年7月31日付け） ◆讀賣新聞 夕刊（2017年8月1日付け）◆讀賣新聞 朝刊（2017年8月2日付け）
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メディア露出イメージ②（2017年度実績）

◆読売テレビ「関西情報ネットten」 ◆広島テレビ「広島で世界が仰天！日本旋風！けん玉世界大会」

◆NHK Eテレ「みんなの2020 バンバン ジャパーン！」
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メディア露出イメージ③（2017年度実績）

◆週刊 西広島タイムス（2017年7月28日付け）◆中國新聞（2017年7月22日付け）◆中國新聞（2017年7月22日付け）

◆中國新聞（2017年7月24日付け）
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2017年度実績（第4回大会）

■来場者数

（実行委員会公式発表）

■YouTube live 動画再生数

DAY 1 10,246回再生
https://www.youtube.com/watch?v=XS2mcasEnNE&t=20186s

DAY 2 13,484回再生
https://www.youtube.com/watch?v=lAURtao3y1o&t=15422s

■ニコニコ生動画 再生数

1日目 予選 19,346 回再生 コメント 1,243
2日目 決勝 41,553 回再生 コメント 2,240

■大会参加者数

387人（海外105、日本282）

■参加国・地域数

14の国と地域（日本国内は34の都道府県から参加）
（日本、アメリカ、香港、ルーマニア、イスラエル、
台湾、カナダ、シンガポール、デンマーク、フランス、
ペルー、オランダ、ドイツ、ニュージーランド）

1日目 予選 25,000人
2日目 決勝 28,000人
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2017年度実績 トリックビデオ

120種のけん玉トリックは、すべて収録され、お手本動画としてYouTubeにUPされます。
世界中のけん玉ファン・けん玉プレーヤーがこの動画を視聴し、けん玉ワールドカップに臨みます。

各界の著名人はじめ、年齢・性別問わず世界中のけん玉プレーヤーが多数出演！

2017年度総視聴数

約76万回
（2017年4～10月）
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スポンサーメニュー

メニュー 協賛金額
（単位：円）

募集数
（予定）

ポスター チラシ
WEB

リンク有
SNS

会場
モニター

ステージ
ロゴ掲出

協賛
ボード

大

協賛
ボード

中

協賛
ボード

小

会場２階
手すり

スタッフ
Tシャツ

選手
ゼッケン

出店
ブース

メインスポンサー ― ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

公式フーズスポンサー 1,000,000      1 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

公式ドリンクスポンサー 1,000,000      1 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

肩ワッペンスポンサー 1,000,000      1 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

SSスポンサー 500,000         2 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

Sスポンサー 300,000         3 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

Aスポンサー 200,000         5 ● ● ● ● ● ● ●

Bスポンサー 100,000         16 ● ● ● ● ●

Cスポンサー 50,000           50 ● ● ● ●

Dスポンサー 30,000           100 ● テキスト 表記

プラチナレベル　（100万円相当） 選手派遣等 ● ● ● ● ● ●

ゴールドレベル　（50万円相当） 選手派遣等 ● ● ● ● ● ●

シルバーレベル　（20万円相当） 選手派遣等 ● ● ●

ブロンズレベル　（10万円相当） 選手派遣等 ● ●

フレンズレベル　（5万円相当） 選手派遣等 テキスト 表記 テキスト 表記

ス
ポ
ン
サ
｜

サ
ポ
｜
タ
｜
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協賛スペース ①

B3チラシ協賛面 （2017年）

B3チラシプログラム面 （2017年）

大会ポスター （2017年）
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協賛スペース ②

選手用ワッペンシール
Φ100mm

選手用ゼッケン 19.6cm×15.6ｃｍ

けん玉ワールドカップ特設サイト

STAFF Tシャツ

インターネット配信サイドスーパー

スポンサーロゴ

Ｔシャツ背面
スポンサーロゴ
（画像は2017年の物）

（2017年実例）
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ステージ周り広告掲載個所イメージ

けん玉協賛ブランド掲載スペース

（2017年ステージイメージ）
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協賛ボード＆手すり周り広告掲載個所イメージ

ステージ周り協賛ボード W300cm×H270cm（2017年）
3階手すり周り掲載協賛広告 W100cm×H60cm（2017年）



19©けん玉ワールドカップ廿日市実行委員会

組織図

大会名誉会長 廿日市市長 眞野 勝弘

大会会長 廿日市商工会議所 会頭 細川 匡

大会副会長 ㈱ウッドワン 代表取締役社長 中本 祐昌
広島西部木材振興協同組合 理事長 小城 林勲
（一社）グローバルけん玉ネットワーク 代表理事 窪田 保

主催 Kendama World Cup Hatsukaichi実行委員会
（一社）グローバルけん玉ネットワーク（ＧＬＯＫＥＮ）

実行委員長 （一社）はつかいち観光協会 代表理事会長 塩田ひとし

大会企画競技運営 （一社）グローバルけん玉ネットワーク（ＧＬＯＫＥＮ）

共催 廿日市市
廿日市商工会議所
広島西部木材同業組合
（一社）はつかいち観光協会

特別協賛 ㈱ウッドワン

協力 広島県
廿日市市木材利用センター
廿日市商工会議所青年部
広島西部木材振興協同組合
広島県西部木材青年協議会
廿日市市国際交流協会
廿日市駅通り商店会（けん玉商店街）
ＦＭはつかいち７６.１ＭＨz
㈱イワタ木工・㈱砂原夢企画
はつかいちワクワク塾・㈱本郷

後援 （一社）広島県観光連盟
廿日市市教育委員会
佐伯商工会
大野町商工会
宮島町商工会
（一社）宮島観光協会 他

（敬称略・順不同）


